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Brush up PrOgran

企業見学により

視野が広がります

受請生同士の

横のつながり

ができます

充実の補助制

度により、少額

の費用負担

ものづくり企業

の実務家による

質の高い指導が

受けられます

後期受講生募集 ! 工業系ものづく

令和4年度

り企業に限らず、

受講できます .

公立小松大学
文部科学大臣認定

ものづくり人材
スキルアッププログラ

職業実践力育成
プログラム

ム
未来のリーダーを育成し、企業のレベルアップを応援します !

本プログラムは、文部科学省の「職業実践力育成プログラム」の認定を受けています。

「職業実践力育成プログラム」とは、大学等が行う、社会人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的な課程のことです。



■ものづ
｀
くり人材スキルアツププログラムとは

ものづくり企業の初任管理監督者を対象にした、ものづくりに必要な知識を一貫して体系的に学ぶ事ができる実践的な教

育プログラムです。本プログラムは、ものづくり企業等の実務家が講師となり、即戦力を育成します。

■プログラムの概要 (3コース)

0全 3コースのうち、希望のコースをお選び0塾い。

・基礎を体系的に学び直したい人・初任者向けの講座です。

・企業活動の戦力となる人材を育成し、現場における生産管理技術スキ)レをマスター

できるコースです。

。営業・マネージャー・海外赴任者向けの講座です。

・企業の中心的立場で企業活動をマネジメントする人材育成を目的としています。

マネージャーとして必要な専門宍日識、管理スキルをマスターできるコースです。

―ス

・企業の中心的な立場で現場を含めた総合的なマネジメントをそ子う人材の育成を目的

としています。企業活動における管理監督を目与旨すには、最適なコースです。

,Aコース・Bコースすべての科目を履修します。   ※履修証明書交付夕寸象コース

生産管理技術]―ス

工場経営管理]―ス

総合コース (Aコース+Bコース)

0

‐

■募集期間 ■対象者 ■募集人員

令和 4年 7月 11日 (月 )～ 9月 13日 (火 )

※大学HPより受講願詈をダウシロードしてお申し込みください。

ものづくり企業に勤務する者で、

高等学校卒業以上の者

10名

■受語期間・場所 日受講時間帯

令和 4年 10月 17日 (月 )～令和 5年 2月 3日 (金 )

毎週 月・木。金曜日 及び 毎月第 2・ 4火曜日の

年前中

場所 こまつビジネス創造プラザ (小松市こまつの杜 2番地)

■語義形態

請義は、対面授業を基本に行います。

一部の科目は、Zoomを利用してリモート形式で行います。

。全ての科目が相互関係を持つているので、ある科目で学ん
博 が別の科目で活きてくる感覚が何度もありました。
(総合コース)

・実際拘束時間は長いですが、これだけのボリュームのある
内容を短期間に集約して学ぺる機会がある事自体力境
重だと感じています。 (総合コース)

・まず知ることが大事だと思うので、今回の基礎から応用とい
つた1言成はわかりやすかつたです。 (Bコース選子尺)

8:45 10:15  10:30 12:00

講義 :1時限目 休憩 講義 :2時限目 職場に戻り勤務

講義時間 :1時限目 8:45～ 10:15

2時限目 10:30～ 12:00

※午前中に2時限の請義を受け、年後からは職場に

戻り、通常勤矛ヵ伎といつたサイクルになります。

・環境、財務など社内ではなかなか教えることのできない項目
についても意見・質問してくるようになり、関心をもつようにな
り、宍日:識もl曽えたと感じます。

・特に製造現場担当の受講者は、一つ一つが身につまされ、
意識意欲の向上が見られる。

。部下への教育、指導又、目上の役員からの伝達が理解さ
れてきた。

受講生の声 企業様 の声



■カリキュラム

0生産管理技術コース (Aコース)※下記 8科目すべてを受講します。

0工場経営管理コース (Bコース)※下記 5科目を受講します。 ※特定の科目を選択して受講することもできます。

0総合,コース (AコースキBコース)

Aコ ース

10
事例を紹介しながら生産管理全般、生産計画の進め方、生産管理に必要

な各種管理、企業収益との関連について、分かりやすく学習する。
生産管理 (山野 ―郎 )

4
原1面とは?原イ面三十算とは?製造I見場にとつて(よもちろん営業にとつても重要

であることを、具体例を用いながらわかりやすく学習する。
原価管理・初級 (堀内 公博)※リモート

12
品質管理 (TQM)の多岐にわたる基本事項を学び、現場に顕在・潜在し

ている問題点・課題に対して、その改善ステップの実施能力を身に付ける。品質管理 (林 潔 )

安全衛生管理の目的や効果など基本的な考え方を理解し、日常活動の進

め方を検討して、職場の管理監督者に必要な能力につして考える。
安全管理 (林 団夫) 6

環境問題の動向および企業経営に与える影響、ものづくり企業は環境問題

にどのようにアプローチすると有効であるか等を、分かりやすく学習する。
6環境管理 (三津野 真澄)

4
ものづくり企業人としての業務推進の基本を学習する。自社の現状と今後の

あるべき姿を踏まえ、改善改革へとつなげる。
企業人のスキル (石井 伸太郎 )

全員参加型の相互学習で問題解決型の実践学習を通して、問題意識の

向上や解決能力を身に付ける。
生産課題演習 (前川 要 ) 10

事礫毒1恒た達成蕩説め、「工場夢挙父ル活動」わ―マほ 生産技術的改善手法

(D惑づき、動 醍 索 卿 的敬 で話 含助 を身1ヨ寸ける。
生産技術 (加戸 孝太郎 ) 10
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呉明J暁け罰隠緻 点検・言詔藤ど弗藝的懸
=荘

力を身1こ幌 。
方針管理 (中川 秀― ) 8

急厩×り中′h企業の管理里罐築望して、鯉 ・∫鞍務管理り握芥を学習する。自社の

朝列をケースス射 ―して、厨混肇訓慢臥己矩彗尤汗11生を兵

“

慈 、
経理・財務管理 (山岸 康也 ) 6

12
商品開発Eルハヘ〃兜樋も、予ウ,ィン湘場近建蕪災剰虜礎る設力内鵡て

し周茜、マーケァイン

"獣
久 朝艇辞朝割堰霞馴留についヌ茸武

身近なマーケテイング (松蔵 高子)

急厩典%澤惣嵯製野棄二して、1移穏弾錯阿ltti結として隷 月的ぷ働細立 ち、必要

な大材育成。能力F弄拗 スキ)Иこつしヽて、拐レーカ ー先用いで当象炉る。
人材育成・能力開発 (小村 ―明) 4

原価計算 (初級)講座で学んだことを実践しなければ意味力染い !その具

体的活用方法を、身近な事例を用いてわかりやすく学習する。
原価管理・中級 (堀内 公博)※リモ…ト 4

4～34(受講時間数 6～51時間)て卦言十

内容
科目!名 (担当講師)

時限数
(1時限

90分 )

―ス

文部科学省認定「職業実践力育成プログラム」

【修了要件 84時限 (126時間)】

96

(受講時間数 144時間 )

Aコース、Bコースすべて (13科目)

科目数



■受話費用

●受講する科目数等に応じて、受講料・テキスト代が必要となります。

コース名 受講料 テキスト4鳴

生産管理技術コース (Aコース) 186′000円 /人

テキスト代:1科目約 2′ 200円 /人工場経営管理コース (Bコース) 14′000円～119′000円 /人

総合コース 305′ 000円 /人

※―旦イ内入された受講料およびテキスト代は返還いたしません。

■補動制度

0人材開発支援助成金 (厚生労働省 )

従業員のキャリア形成をサポートするための助成金です。

本プログラムの総合コースは厚生労働省の専門実践教育訓練に指定されており、「人材開発支援助成金 (特定訓練コース)」の
適用となります。受講経費については45%(大企業の場合 300ノ6)、 研修受講中の賃金については1時間あたり760円
(大企業の場合 380円)の助成を受けることができます。

またAコース、Bコースについても要件を満たしている場合、「人材開発支援助成金 (一般訓練コース)」の適用となり、受講経費
については 300/0、 研修受請中の賃金については 1時間あたり380円の助成を受けることができます。 (大企業も同じ)

助成金を受けるには受講 1カ月前までに、石川労働局に申請する必要があります。

お問い合わせ先 厚生労働省 石川労働局 職業対策課 TEL:076-265-4428

0ものづくり人材スキルアッププログラム支援事業補助金 (小松市)

ものづくり現場で必要とされる幅広い専門知識をもつリーダーを育成するため、」ヽ松市の中」ヽ企業に対し、経費の一部を補助しま
す。人材開発支援助成金を差し引いた受講費用の25%が小松市より交付されます。

お問い合わせ先 小松市 産業未来部 商工労働課 TEL:0761-2牛 80フ4

■補動制度を利用した場合の受講料について

0小松市の中小企業に勤務している方で、総合コースを選択した場合の受講料

受講料とテキスト代 約 336′000円のうち

※「人材開発支援助成金」と「′」ヽ松市助成金」を利用すれ|よ 2割弱の費用負担で受講できます。

●但し「人材開発支援助成金」を受けるには、①雇用保険適用事業所であること。②職業能力開発推進者を選任していること。
③年間職業能力開発計画を作成し、労働者へ周知していること。④職業訓練期間中も通常の賃金を支払っていること。
⑤対象経費を事業主が全額負担していること。等の要件があります。

人材開発支援助成

約 260′ 000円
小松市助成

約 18ァ000円

企業負担額

約 587009円

日本プログラムに関するお問い合わせ先

KoMATSU
UN:VERSITY

′
ム

｀
立 小 松 大 学  地 頭 連 携 推 進 セ ン タ ー

〒923-3511 石川県」ヽ松市四丁町ヌ 1-3(粟津キャンアヾス)

TELi 0761-41-6700 FAX:0761-44-3506
E―man i cOmmunity@komatsu― u.acoip

HP:httpsi//―′w.komatsu― u.ac.jp/cooperation/sk耐 isup―program.htmi


